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2009人勧札
幌
市
人
事
委
員
会
は
、
９
月
１７
日
月
例
給
・
一
時

金
と
も
引
き
下
げ
、
職
員
１
人
あ
た
り
過
去
最
大
の

１８
・
９
万
円
を
減
額
す
る
勧
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、
北

海
道
に
お
い
て
は
、
地
公
三
者
共
闘
会
議
と
道
人
事
委

員
会
と
の
交
渉
が
１０
月
上
旬
の
勧
告
日
（
第
３
回
道
議

会
定
例
会
最
終
日
�
１０
月
９
日
頃
）
を
想
定
し
本
格
化

し
て
い
る
。

札
幌
市
・
北
海
道
人
事
委

員
会
勧
告
期
の
た
た
か
い

は
、
人
事
院
勧
告
が
８
月
２５

日
に
完
全
実
施
の
閣
議
決
定

が
な
さ
れ
た
後
の
対
応
と
な

り
、
今
年
の
極
め
て
厳
し
い

民
間
給
与
の
情
勢
を
受
け
、

厳
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。

札
幌
市
人
事
委
員
会
は
、

９
月
１７
日
例
月
給
与
△
１
・

１６
％
（
△
４
、
６
４
２
円
）、

一
時
金
を
０
・
３０
月
引
き
下

げ
る
と
す
る
勧
告
を
行
っ

た
。
職
員
一
人
あ
た
り
の
引

き
下
げ
は
過
去
最
大
と
な
っ

た
が
、
一
時
金
に
つ
い
て
は

国
と
の
０
・
０５
月
格
差
を
解

消
し
て
４
・
１５
月
を
確
保
し

た
勧
告
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

地
域
民
間
企
業
の
水
準
準
拠

を
要
請
さ
れ
た
中
に
あ
っ

て
、
一
定
の
成
果
と
い
え

る
。北

海
道
人
事
委
員
会
に
対

し
て
は
、
７
・
５
％
の
独
自

削
減
停
止
勧
告
を
求
め
て
い

る
が
、
人
事
委
員
会
は
削
減

前
の
給
与
と
比
較
す
る
と
の

姿
勢
に
終
始
し
て
い
る
。
一

時
金
の
支
給
水
準
も
民
間
企

業
の
支
給
結
果
が
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
予
断
を
許

さ
な
い
。
他
に
も
寒
冷
地
手

当
の
支
給
地
域
区
分
や
住
居

手
当
、
号
俸
増
設
等
の
課
題

を
議
論
す
る
が
、
厳
し
い
交

渉
が
続
い
て
い
る
。
独
自
削

減
の
停
止
勧
告
、
独
自
削
減

と
減
額
勧
告
の
２
重
削
減
を

回
避
す
べ
く
、
精
力
的
に
交

渉
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

地
公
三
者
共
闘
は
、
全
道

庁
労
連
、
北
教
組
の
組
合
員

に
対
し
て
、
道
人
事
委
員
会

委
員
長
宛
の
要
請
署
名
行
動

を
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
自

治
労
道
本
部
と
し
て
は
最
大

限
交
渉
へ
参
加
す
る
な
ど
、

地
公
三
者
共
闘
会
議
に
結
集

し
対
応
し
て
い
く
。

札
幌
市

△
１
・
１６
％
、一
時
金
０
・
３
月
減

北
海
道
も
交
渉
を
本
格
化

新型インフルエンザの対応強化の要請書を道に渡す杉谷副委員長
�右、手前が小林公共サービス政策部長＝９月１０日、道庁

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
強
化
求
め
道
に
要
請

自
治
労
道
本
部
は
９
月
１０

日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
道
の
対
応
強
化
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
北
海
道

要
請
行
動
を
行
っ
た
。

全
国
的
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
期
に
は
い
る

中
、
要
請
行
動
前
日
の
９
月

９
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
の
死
亡
例
が
大
阪
府
で

１２
例
目
が
発
生
し
た
。
北
海

道
で
も
８
月
末
に
は
道
職
員

（
保
健
師
）
が
死
亡
し
た

（
因
果
関
係
は
不
明
）。と
り

わ
け
、
北
海
道
地
区
は
寒
季

に
む
け
、
大
流
行
の
兆
し
が

ク
ラ
ス
タ
ー
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
（
集
団
感
染
の
発
生
件
数

等
）
調
査
で
も
現
れ
て
お

り
、
あ
ら
た
め
て
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
北

海
道
の
対
応
強
化
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、冒
頭
、自
治
労
道
本

部
・
杉
谷
副
委
員
長
が
、全
体

的
な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
状
況
と
北
海
道
の
対
応
、

取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て
申

し
入
れ
、
趣
旨
と
具
体
的
要

請
内
容
の
説
明
を
行
っ
た
。

道
は
、
保
健
福
祉
部
保
健

医
療
局
健
康
安
全
室
・
杉
本

勝
俊
室
長
、
同
・
小
林
基
雄

参
事
が
対
応
、
北
海
道
と
し

て
も
道
職
員
の
死
亡
に
つ
い

て
は
重
大
に
受
け
止
め
、
感

染
拡
大
防
止
と
、
引
き
続
き

情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
く

と
話
し
た
。
さ
ら
に
、
要
請

内
容
に
つ
い
て
�
優
先
接
種

対
象
者
へ
の
周
知
�
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
に
つ
い
て
の
自

治
労
の
考
え
方
を
国
に
伝
え

る
�
業
務
量
の
適
切
な
対
応

�
道
の
財
政
支
援
と
し
て
１

億
円
を
措
置
し
た
新
年
度
予

算
も
考
慮
し
、
国
に
も
要
望

し
て
い
く
と
回
答
し
た
。

最
後
に
、
杉
谷
副
委
員
長

が
「
医
療
機
関
従
事
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
道
が

積
極
的
に
費
用
負
担
し
感
染

防
止
と
拡
大
防
止
に
努
め
る

べ
き
、
十
分
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
し
て
要
請
し

た
。

前
政
権
の
大
掃
除
。
国
会
議
事
堂
の

外
壁
洗
浄
が
７３
年
の
月
日
を
経
て
行
わ

れ
て
い
る
。
全
貌
で
は
な
い
が
近
く
で

見
た
外
壁
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
。

雨
、
風
、
そ
れ
に
積
み
重
な
っ
た
政
治

に
よ
る
汚
れ
の
洗
浄
が
政
権
交
代
と
と

も
に
行
わ
れ
る
と
は
皮
肉
な
も
の
だ
。

道
本
部
大
会
は
節
目
の
第
５０
回
大

会
。月
日
が
経
っ
た
時「
５０
回
目
の
大
会

の
頃
歴
史
的
な
政
権
交
代
が
行
わ
れ
た

ね
！
あ
の
時
政
権
交
代
し
た
か
ら
日
本

は
救
わ
れ
た
、
国
民
が
希
望
を
持
ち
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

語
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

民間協
自
治
労
北
海
道
公
共
サ
ー

ビ
ス
民
間
労
働
組
合
協
議
会

「
民
間
協
」第
１５
回
定
期
総
会

が
、
初
の
単
独
日
程
で
９
月

１２
日
、
１６
単
組
・
支
部
・
分

会
、
２７
人
が
参
加
し
て
開
か

れ
た
。

中
村
博
行
議
長
（
函
館
亀

田
清
掃
労
組
）
は
、「
昨
年
ま

で
の
昼
休
み
開
催
で
は
、
経

過
報
告
と
運
動
方
針
を
提
起

す
る
こ
と
が
精
一
杯
だ
っ
た

が
、
単
独
日
程
の
開
催
で
議

論
時
間
は
十
分
に
保
障
で
き

る
。
た
た
か
い
の
交
流
と
運

動
の
前
進
に
向
け
た
積
極
的

な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

議
論
の
中
で
、
公
契
約
へ

の
問
題
提
起
や
全
単
組
か
ら

一
年
間
の
運
動
の
報
告
が
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
発
言
は
、

道
本
部
定
期
大
会
で
の
民
間

協
発
言
と
し
て
意
見
反
映
す

る
こ
と
と
し
、
議
案
に
つ
い

て
全
体
の
承
認
を
得
た
。

２
０
１
０
年
度
役
員
体
制

で
、
中
村
議
長
の
再
任
を
確

認
し
た
。

初
の
単
独
日
程
で
総
会
開
く

朔 風

札幌市の勧告

●月例給、一時金は６年ぶりの同

時引下げ。

●平均年間給与は、月例給及び一

時金の引下げにより、過去最大

の減少（△１８．９万円）。

新型インフルエンザ対策に関する要請４項目

１．新型インフルエンザに対する正確な情報の周知に努めるこ

と。特に疫学的見地からの感染予防について正しく周知する

こと。

２．新型インフルエンザ感染拡大防止係わる、ワクチン優先接

種者等に対する接種費用負担を国に求めること。

３．新型インフルエンザ感染対応に係わる、衛生研究所、保健

所発熱相談センター等の人員体制充実強化につとめること。

４．新型インフルエンザ感染対応に係わる、自治体病院、感染

症指定医療機関の発熱外来設置等について財政支援の充実を

はかること。

JICHIRO スケジュール
２００９年９月

２６日�土 全日本自治体職員等バレー大会全国優勝大会
（福島市）

２９日�火 第５０回道本部定期大会（～３０日、札幌市）
３０日�水 第１回道本部執行委員会（札幌市）

２００９年１０月
３日�土 第４回学校栄養士連絡会幹事会（札幌市）
４日�日 連合北海道はたらく女性の集会（札幌市）
９日�金 第１１回連合定期大会（東京）
１０日�土 生活経済研究所シンポジュウム（札幌市）
１３日�火 ２０１０年度賃金担当者会議（札幌市）

例年道本部大会昼休みの短時間で開催していた総会、今回は
初めて別日程で開催した＝９月１２日、自治労会館

道本部ホームページ
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2009
公衆衛生
病院集会

１０
月
１２
日
、
北
海
道
自
治

労
会
館
で
２
０
０
９
年
度
道

本
部
公
衆
衛
生
・
病
院
集
会

を
開
い
た
。
今
年
度
の
集
会

は
テ
ー
マ
を
、
�
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
第
２
波
以
降

の
脅
威
と
対
応
」
�
「
公
営

企
業
会
計
基
準
見
直
し
を
視

野
に
入
れ
た
公
立
病
院
の
運

営
課
題
」
の
２
点
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
講
師

か
ら
講
演
を
受
け
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

�
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
保
健
医
療
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
北
海
道
保
健
福
祉

部
の
山
口
亮
医
療
参
事
が
医

師
の
立
場
か
ら
講
演
し
、「
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
全
国
的

に
、
大
規
模
な
流
行
が
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
に

あ
る
」
と
話
し
た
。
ま
た
、

「
厚
生
労
働
省
の
シ
ナ
リ
オ

で
は
、
道
内
の
流
行
ピ
ー
ク

は
１０
月
上
旬
ご
ろ
を
想
定
し

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

順
位
で
優
先
順
位
に
つ
い
て

は
、医
師
・
看
護
師
以
外
の
医

療
従
事
者
に
つ
い
て
も
早
急

に
確
定
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」と
述
べ
、道
と
し
て
も
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
準

備
、
入
院
施
設
の
確
保
に
力

を
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
日

常
生
活
で
手
洗
い
の
徹
底

や
、
不
要
不
急
の
外
出
を
避

け
る
な
ど
自
己
防
衛
の
努
力

な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

自
治
体
病
院
は

意
義
よ
り
健
全
化
？

�
の
テ
ー
マ
で
は
、
地
方

自
治
総
合
研
究
所
の
菅
原
敏

夫
研
究
員
が
、「
公
共
病
院
の

資
金
不
足
比
率
対
策
に
つ
い

て
」
講
演
し
、「
自
治
体
財
政

健
全
化
法
が
『
連
結
決
算
』

に
よ
っ
て
、
病
院
財
政
の
赤

字
も
対
象
と
さ
れ
、
自
治
体

立
病
院
の
設
立
経
過
や
意
義

が
無
視
さ
れ
、
経
営
が
健
全

か
ど
う
か
の
実
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と

指
摘
し
た
。
ま
た
、「
公
立
病

院
の
存
続
に
関
し
て
は
、
単

に
見
た
目
の
数
字
の
判
断
だ

け
で
は
な
く
、
内
容
な
ど
も

明
ら
か
に
し
、
自
治
体
立
病

院
の
意
義
も
し
っ
か
り
と
訴

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

話
し
た
。

公
立
病
院
の
意
義
訴
え
続
け
る

最
後
に
、
阿
部
議
長
代
行

が
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
わ
る
情
報
提
供
や
、

ワ
ク
チ
ン
輸
入
に
関
し
て
の

安
全
確
認
を
行
う
よ
う
道
や

国
に
求
め
て
い
く
」
と
述
べ

財
政
問
題
に
関
し
て
は
、「
国

の
動
向
や
制
度
な
ど
に
つ
い

て
さ
ら
に
学
習
し
、
効
率
性

や
経
済
性
だ
け
で
は
な
い
、

公
立
病
院
の
存
在
意
義
を
単

組
や
地
域
で
こ
れ
か
ら
も
訴

え
続
け
る
」
と
ま
と
め
た
。

職職
場場
だだ
よよ
りり

現
業
活
性
化
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流

【
石
狩
地
方
本
部
発
】
９
月

５
日
、
石
狩
地
方
本
部
現
業

公
企
評
議
会
は
、
２
０
０
９

現
業
公
企
活
性
化
集
会
・
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
き
自
治

労
会
館
を
会
場
に
９
単
組
、

４２
人
が
参
加
し
た
。

集
会
で
は
道
本
部
の
吉
田

雅
人
組
織
拡
大
オ
ル
グ
が
、

「
臨
時
・
非
常
勤
職
員
、
公

共
民
間
職
場
に
お
け
る
組
織

化
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
臨
時
・
非
常
勤
、

公
共
民
間
で
の
厳
し
い
職
場

環
境
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
た
。

川
村
義
弘
議
長
は
、「
正

規
、
非
正
規
の
枠
を
超
え
て

組
織
拡
大
し
て
い
く
こ
と

で
、
現
業
公
企
職
場
、
評
議

会
活
性
化
に
つ
な
げ
て
き
た

い
と
」
あ
い
さ
つ
し
た
。

引
き
続
い
て
、
札
幌
ス
ガ

イ
ボ
ウ
ル
に
会
場
を
移
し
て

行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

は
、
チ
ー
ム
対
抗
で
ボ
ウ
リ

ン
グ
が
行
わ
れ
、
団
体
と
個

人
で
の
ス
コ
ア
を
競
い
合
っ

た
。
参
加
者
が
２０
代
か
ら
５０

代
と
い
う
幅
広
い
年
代
の
中

で
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
世
代
と
呼

ば
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
陣
の
健
闘

が
光
っ
て
い
た
。
ゲ
ー
ム
の

後
に
表
彰
式
・
交
流
会
を
開

催
し
た
。

（
書
記
長
・
石
川

公
隆
）

集会では２つの課題を学習した。写真は�２の菅原講師

を
学
習

道書記評
総 会

９
月
４
日
、５
日
の
両
日
、

東
神
楽
町
で
第
３９
回
書
記
評

議
会
総
会
が
開
か
れ
、
全
道

か
ら
４０
人
が
参
加
し
た
。

道
書
記
評
議
会
は
、
道
本

部
規
約
第
２２
条
に
定
め
ら
れ

た
補
助
機
関
で
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
学
習
会
や
全
国
交
流

集
会
へ
の
参
加
な
ど
、
多
く

が
１
人
職
場
で
あ
る
書
記
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心

と
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。
現

在
、
全

道

に
９２
単

組
・
総
支
部
１
６
７
人
の
書

記
が
い
る
。
全
体
の
約
４
割

が
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、
全

体
の
約
３
割
が
自
治
労
組
合

員
化
さ
れ
て
い
な
い
。

１
日
目
は
、
学
習
会
で

「
人
間
関
係
を
育
む
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
姉
帯

美
和
子
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、

Ｍ
Ｉ
Ｗ
工
房
プ
ラ
ン
ナ
ー
＆

ラ
イ
タ
ー
）
が
講
演
し
た
。

姉
帯
さ
ん
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
、
聴
く

こ
と
。
話
す
こ
と
。
相
手
と

向
き
合
う
自
分
の
あ
り
方
。

自
分
自
身
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
カ
ギ
で

あ
る
」
と
し
て
、
立
場
の
違

い
に
よ
っ
て
受
け
る
印
象
や

感
情
が
ど
う
変
わ
る
か
な

ど
、
い
く
つ
か
の
実
践
を
交

え
、
体
感
し
な
が
ら
の
講

演
・
実
習
を
行
っ
た
。

２
日
目
は
、
山
上
道
本
部

書
記
長
が
全
労
済
と
の
統
合

問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

経
過
報
告
（
５
ブ
ロ
ッ
ク
・

全
道
庁
書
記
局
支
部
・
直
属

支
部
）、２
０
１
０
年
度
活
動

方
針
や
道
本
部
福
利
厚
生
制

度
に
つ
い
て
提
起
し
、
質
疑

応
答
の
後
、
全
体
の
承
認
を

う
け
、
伊
藤
議
長
の
ほ
か
新

役
員
体
制
を
確
認
し
た
。

書
記
の
約
４
割
が
非
正
規

学習したあとは、ボーリングで交流だ！

もうすぐ 号

機
関
紙

�

１
９
６
３
年
の
９
月
２１
日
号

は
、「
町
村
職
が
引
き
上
げ
要

求
、ガ
マ
ン
で
き
な
い
低
賃
金
、

全
体
が
町
村
職
つ
つ
み
四
次
賃

闘
の
前
段
で
闘
う
、
９２
％
が
国

公
以
下
、
ひ
ど
い
賃
金
実
態
」。

見
出
し
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

で
状
況
が
読
み
取
れ
る
。

道
本
部
は
、
自
治
労
の
第
四

次
賃
金
闘
争
方
針
に
従
い
、
町

村
低
賃
金
是
正
闘
争
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
加
入
町
村
職
を
中

心
と
し
た
、「
賃
金
実
態
調
査
」

を
行
っ
た
。
そ
の
実
態
は
大
卒

の
初
任
給
が
１
０
、
７
０
０
円

と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
国
交
は
１
４
、
７
０
０
円

の
と
き
で
あ
る
。
ま
た
、
町
村

間
で
も
同
じ
２５
歳
で
１
０
、
８

０
０
円
も
の
較
差
が
あ
っ
た
。

８
月
３０
日
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
頂
き
、
衆
院
選
で
民
主
党
が
歴
史
的
大

勝
利
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
国
民
の
一
票
の
積
み
重
ね
に
よ
る

政
権
交
代
を
実
現
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

政
権
交
代
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

誤
っ
た
改
革
に
よ
り
完
全
に
疲
弊
し
た
自

治
体
財
政
の
立
て
直
し
、
分
権
型
社
会
の

樹
立
、
地
域
活
力
の
回
復
、
働
く
仲
間
の

皆
さ
ん
の
仕
事
環
境
の
整
備
な
ど
、
選
挙

で
お
約
束
し
た
政
策
を
、
政
権
交
代
を
テ

コ
に
し
て
確
実
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
政
策
の
実
現
に
は
、
相
当
な
困

難
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
が
、
私
、
逢
坂

誠
二
は
、
金
田
誠
一
先
生
か
ら

の
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、
自
治
体
の
課
題
解
決
の
先
頭
に
立

っ
て
奮
闘
し
ま
す
。

自
治
労
の
皆
さ
ん
の
、
さ
ら
な
る
ご
指

導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
体
の
課
題
解
決
の
先
頭
に
立
つ

ほとんどが１人職場の書記。相手と向かう自分のあ
り方を学んだ＝９月４日、東神楽町

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚
を
２

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を
自
分

で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン
自
由
席
。

締
め
切
り
は
１０
月
９
日
�
午
後
４

時
、
電
話
で
受
付
（
０
１
１
―
７
４
７

―
３
２
１
１
�
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
申
告
）
落
選
し
た
人
に
は
連
絡
し

な
い
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ

ケ

ッ

ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

９３
代
目
の
内
閣

総
理
大
臣
に
鳩
山

民
主
党
代
表
が
就

任
し
、
い
よ
い
よ

民
主
党
を
中
心
と

す
る
連
立
政
権
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

私
の
よ
う
な
ロ
ー

ト
ル
世
代
に
と
っ
て
、
政
権

交
代
は
長
年
の
悲
願
の
一
つ

で
も
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の

悲
願
は
、
こ
れ
ま
た
す
で
に

達
成
し
た
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
終
結
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
い
つ
ま
で
も
達
成
感
に

浸
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
夕

張
問
題
、
地
域
医
療
、
自
治

体
財
政
や
非
正
規
労
働
者
の

課
題
な
ど
、
解
決
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
数

多
い
。
民
主
党
連
立
政
権
下

に
お
い
て
、
私
た
ち
の
多
く

の
課
題
が
前
進
す
る
な
ら

ば
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
も
本

望
と
い
え
る
。
長
年
の
課
題

の
一
つ
で
あ
る
「
公
契
約
条

例
」
も
全
国
的
に
は
進
ん
で

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
国
に
お
い
て

「
公
契
約
法
」
を
制
定
し
、

請
負
労
働
者
な
ど
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
人
々
の
待
遇
改

善
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
自
治
労

運
動
の
発
信
は
道
本
部
か
ら

と
心
が
け
、
道
内
選
出
の
与

党
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換

を
含
め
、
道
本
部
運
動
の
前

進
を
は
か
っ
て
行
き
た
い
。

（
杉
谷

光
一
）
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